
                                                                                                                    

                                                                           

                                                                        

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 

 

 

この「どんど焼き」は、櫓に点火して燃え尽きる

までだけではない、縁の下の力持ちとして多く

の人たちの協力なしでは決して成しえないの

だと、今回の取材を通して感じました。 

 

二子玉川にほど近い多摩川河川敷で、今年も鎌田南睦会主催の「どんど焼き」が

行われました。今年で 37 回を迎える「どんど焼き」は毎年、カヤ刈りから櫓の 

組み立て、そしてお焚き上げまで 

に大勢の人たちの協力があって成されることをご存じでしょうか。 

今回は、この「どんど焼き」を陰で支える多くの人たちにスポットライトを当て取材

をしました。 
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2026年2月1日現在 

人口：33,573人 

(前号比 120人増) 

男：16,612人 

女：16,961人 

世帯数：16,410世帯 

(前号比 48世帯増) 

古着・古布回収 

次回は５月１７日(日)

の予定です。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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赤
十
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活
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５
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〇
共
同
募
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（
赤
い
羽
根
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〇
秋
の
古
着
・
古
布
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
量
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１
１
，
３
９
０
㎏
で
し
た
。 

 

「ミニコミ紙のがわ」 

こちらからもご覧に 
なれます。 

 

【どんど焼き編】 

 

—地域イベント大成功の裏には懸命に支える人々がいましたー 

●１月６日 カヤ刈り 

こちらは区委託の業者が実施 

●１週間前（１月１１日） 櫓づくり 

朝７時、まずは竹山緑地から竹運び 

クレーン車に積んだ竹を下ろし、 

いよいよ櫓づくり開始。 

一方、カヤ束ねの作業も同時進行 

若いボランティアもありがとう！ 

 

穂先をまとめ、先端に

ダルマを２つ付けて、

竹を組み上げます。 

●当日（１月１８日）、朝８時からお飾りの飾り付け 

から始まります。 

国立成育医療センターで

治療を受けている子ども

たちとともにクリスマスを

過ごした「折り紙ツリー」

も、どんど焼きでお焚き

上げしています。 

病気が早く良くなります

ように… 

 

●１２月２３日 

「喜多見五丁目竹

山市民緑地」での

竹伐採 

作業は順調に進み、 

お昼には、鎌田南睦会  

厚生部自慢の豚汁が 

振舞われます。 

竹・カヤの準備は、年末や正月に行います。 

 

行われました。今年で 37 回を迎える「どんど焼き」は毎年、カヤ刈りから櫓の組み立て、そして 

お焚き上げまでに大勢の人たちの協力があって行われることをご存じでしょうか。 

今回は、この「どんど焼き」を陰で支える多くの人たちにスポットライトを当て取材しました。 

 

飛び火や、地面の草が燃えないよう、消防

団が櫓と地面への放水。櫓がくずれたあと

も気を抜くことなく消火活動を行います。 

最後に燃えカスはユンボで穴を掘って埋

め、整地し完了！お疲れさまでした‼ 

 

 

春の主な行事                  お問い合わせ先  喜多見まちづくりセンター  ℡ ０３-３４１７-３４０１ 

主  催 行  事 日  時 場  所 

喜多見北部町会 総 会 ４月１９日（日） 喜多見地区会館 

喜多見西部町会 総 会 ５月９日（土） １５時３０分 喜多見地区会館 

喜多見中部町会 総 会 ４月２５日（土） 喜多見東地区会館 

喜多見東部町会 総 会 ５月２３日（土） 喜多見東地区会館 第１・第２会議室 

喜多見上部自治会 総 会 ４月２９日（水・祝） 予定 自治会集会所 

喜多見２丁目団地自治会 総 会 ３月２９日（日） １０時 団地集会所 

宇奈根町会 総 会 ４月２６日（日） 宇奈根地区会館 

鎌田協和会 総 会 ４月１２日（日） 鎌田天神社社務所 

鎌田南睦会 
総 会 ４月２６日（日） １０時 鎌田区民センター 

町内清掃 ６月７日（日） ９時～１０時１５分 町内全域（鎌田２丁目南公園 集合） 

喜多見児童館 宇奈根の渡し実行委員会 宇奈根の渡し ５月１０日（日） 多摩川河川敷 駒澤大学玉川校舎付近予定 

 
編集委員会 

編集長 

 荒川真佐子 

副編集長 

 鈴木 好子 

 森谷みどり 

編集委員 

 水野みゆき 

 窪田 貴子 

 山本 浩美 

 佐藤 壽夫 

 海老澤義行 

 髙階 有香 

 青木 恵子 

多
摩
川
の
畔
で
暮
ら
し
始
め
て

十
七
年
。
知
り
合
い
の
い
な
い
地
を

知
る
に
は
散
歩
が
一
番
！ 

と
、
多 

摩
川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
、
毎
日
ぷ
ら

ぷ
ら
。
多
摩
川
越
し
の
パ
ノ
ラ
マ
は
、
富
士
山
と
枡

形
山
と
広
い
空
。
そ
の
広
い
空
を
染
め
る
朝
陽
と

夕
陽
が
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
そ
う
な
心
細
さ

を
ほ
っ
こ
り
包
ん
で
く
れ
た
。 

買
い
物
に
行
く
に
も
、
地
図
を
片
手
に
右
往
左

往
。
時
折
、
猫
に
誘
わ
れ
て
脇
道
に
。
う
ね
う
ね

と
続
く
緑
道
を
、
先
を
行
く
猫
が
振
り
返
り
な
が

ら
道
案
内
。
う
ね
り
の
先
に
満
開
の
梅
や
桃
、
桜

の
古
木
が
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、
水
の
記
憶
が
残
る
石

垣
か
ら
、
青
大
将
が
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
す
。
な
ん

と
も
不
思
議
な
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
猫
道

を
辿
り
、
楽
し
い
買
い
物
散
歩
を
す
る
う
ち
に
、

喜
多
見
で
の
暮
ら
し
に
馴
染
ん
で
い
っ
た
。 

歴
史
の
あ
る
地
、
史
跡
や
古
道
を
訪
ね
る
散

歩
も
、
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
緑
道
か
ら
緑
道

へ
、
暗
渠
を
辿
っ
て
多
摩
川
へ
。
こ
の
地
を
拓
い
た
昔

の
人
々
の
思
い
が
残
る
民
話
や
伝
承
、
暴
れ
川
の

も
た
ら
す
豊
か
な
大
地
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ

る
方
々
に
、
時
々
出
会
う
。 

今
で
は
、
道
で
名
前
を
呼
ば
れ
る
こ
と
も
増

え
、
す
っ
か
り
喜
多
見
の
人
に
な
っ
た
な
ぁ
と
感
じ

る
が
、
そ
の
月
日
の
分
だ
け
、
散
歩
道
の
風
景
も

変
わ
っ
て
き
た
。
土
地
の
記
憶
が
薄
れ
て
し
ま
う

前
に
、
残
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
ぷ

ら
ぷ
ら
散
歩
で
今
と
昔
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
そ

の
時
々
の
出
会
い
を
大
切
に
、
喜
び
を
多
く
見
つ

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

（
く
ぼ
た
） 

編 集 

後 記 

 

 

物なし。〈いつものごはん作り〉にも取り入れておけば、〈いざとい

う時のごはん作り〉も焦らず落ち着いてできますよ」と神田さん。 

３日間を支える「備えるごはん」 

被救助者の生存率は４日目以降に激減するため、救助・救

出活動が優先。自宅が無事で、命に関わるケガをしていない場

合は、発生直後の３日間は自宅待機、在宅避難をすることにな

ります。 

＊日常食品のローリングストック（食べ慣れた食品を少し多めに 

買い置き。使った分を買い足して、常に３日分以上用意） 

＊非常食（災害時用には、保存期間の長い食品）  

＊持ち歩き用（外出中の災害発生に備えて、飲み物と好きな 

お菓子や飴など、手軽でエネルギーになる食品） 

多摩川や野川、仙川の水害は、天気予報などで情報収集で

き、事前準備も避難もできますが、地震の予測は難しいのが現

状です。まずは、いつも食べているもの、好きなものを、１食分

ずつでもよいので、多めに用意しておきましょう。 

 

喜多見地区 

『災害発生直後から７２時間＝３日間を、日常の延長で無理

なく乗り切る食事』をテーマに、ポリ袋クッキングを実践。 

１日目は｢命を守る食事（食べやすさ）｣  

２日目は「体調を守る食事（消化と栄養）」 

３日目は「生活を戻す食事（いつもの味）」 を心がけて、 

「いつものごはん」で自分と家族の命と身体と心を守りましょう！ 

今回は、主食「ご飯」と、副菜「切り干し大根のサラダ」「大豆

のトマト煮」をポリ袋で、汁物はお湯を注ぐだけの「乾燥野菜の即

席みそ汁」を参加者ひとりひとりが調理。温かい４品と、長期保

存できる食品として缶入りのパンと羊羮も加えて試食しました。 

「災害時に、初めてのことは難しい。まずは、試してみることが 

 

令和７年１２月２４日（水）  喜多見東地区会館 

  

大事！ 材料を

ポリ袋に入れ、

鍋に入れて加

熱するだけ。簡

単にできて洗い 

防災塾 

 

ポリ袋でつくる災害食セミナー 
～おうちで簡単! ３Step３クッキング～ 

講師 神田 由佳 
管理栄養士 防災士 災害備蓄管理士 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パ
ン
ダ
が
い
な
く
な
っ
て
も
動
物
園

の
ス
タ
ー
は
多
い
。
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
を
見
つ
け
よ
う
。
動
物
園
を
好
き
に

な
る
に
は
年
間
パ
ス
を
買
う
。
四
回
行

け
ば
元
は
取
れ
る
。
一
日
の
間
で
も
出

入
り
は
自
由
。
虎
や
ラ
イ
オ
ン
が
動
い
て

い
る
の
を
見
た
い
人
は
、
開
園
と
同
時
に

入
れ
ば
よ
い
。
春
は
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
動
物
園
デ
ビ
ュ
ー
に
は

打
っ
て
つ
け
。
初
め
て
一
人
で
見
る
と
、

何
で
も
発
見
！
毎
日
行
っ
て
も
何
か
し

ら
の
出
会
い
が
あ
る
。 

 
 

私
の
お
気
に
入
り
は
、
ア
フ
リ
カ
ツ
チ

ブ
タ
。
映
画
「
マ
ル
コ
ム
Ｘ
」
で
、
主
人
公

は
刑
務
所
に
い
る
時
に
本
気
で
勉
強
す

る
気
に
な
っ
て
辞
書
を
最
初
か
ら
書
き

写
す
こ
と
を
始
め
た
。―

そ
の
辞
書
に

は
絵
が
つ
い
て
い
て
、
何
故
か
今
で
も

時
々
そ
の
言
葉a

a
rd

v
a
rk

(

ア
フ
リ
カ

ツ
チ
ブ
タ)

が
思
い
浮
か
ぶ
。
耳
と
尻
尾

の
長
い
ア
リ
ク
イ
の
仲
間
だ―

と
回
想

す
る
シ
ー
ン
が
記
憶
に 

残
っ
て
い
た
。
そ
の
実
物
に 

初
め
て
会
っ
た
。
夜
行
性
な 

の
で
昼
間
は
い
つ
も
寝
て 

い
る
。
へ
そ
天
で
寝
て
い
た
。 

 

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
あ
る
時
は
必
ず
参

加
し
て
、
見
る
眼
と
知
識
を
ふ
や
し
た

い
。
狩
り
を
す
る
動
物
は
（
梟
で
も
）
眼

が
顔
の
正
面
に
つ
い
て
い
る
と
か
、
ハ
シ

ビ
ロ
コ
ウ
の
よ
う
に
動
か
な
い
タ
イ
プ

は
、
獲
物
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
か
、

（
蛙
も
動
か
な
い
物
は
食
べ
な
い
、
目
の

前
を
通
っ
た
虫
な
ど
を
長
い
舌
で
瞬
間

キ
ャ
ッ
チ
）
等
々
。 

 

動
物
の
餌
や
り
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞

こ
え
た
ら
見
に
行
く
。
動
物
園
の
動
物

の
餌
は
、
野
生
の
時
と
同
じ
で
は
な
い
。

コ
ア
ラ
や
パ
ン
ダ
の
よ
う
に
そ
れ
し
か

食
べ
な
い
偏
食
家
は
、
餌
を
栽
培
し
た

り
調
達
す
る
が
、
蟻
塚
を
作
る
シ
ロ
ア
リ

を
食
べ
る
ア
リ
ク
イ
に
は
、
調
達
も
飼
育

も
難
し
い
。
で
は
何
を
喰
っ
て
い
る
か
？

飼
育
係
が
作
っ
て
い
る
。 

 

虫
を
食
べ
る
鳥
の
た
め
に
ミ
ー
ル
ワ

ー
ム
（
ゴ
ミ
ム
シ
ダ
マ
シ
）
、
蛙
や
昆
虫
食

の
動
物
の
た
め
に
は
コ
オ
ロ
ギ
も
飼
育

し
て
い
る
。
動
物
た
ち
が
何
を
食
べ
て
い

る
か
、
エ
サ
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ケ
ー

ジ
の
中
に
鶏
の
頭
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
る
。
餌
や
り
は
ど
の
動
物
も
退
屈
し

な
い
。
中
で
も
ワ
ニ
の
餌
や
り
。
ワ
ニ
は

十
日
～
二
週
間
に
一
度
、
馬
肉
五
キ
ロ
。

「
混
雑
す
る
か
ら
」
と
餌
や
り
の
日
を
教

え
な
く
な
っ
た
。
ハ
シ
ゴ
の
上
で
飼
育
係

が
持
つ
肉
を
め
が
け
ジ
ャ
ン
プ
す
る
様

は
、
い
つ
も
「お
休
み
中
で
す
」
の
姿
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
迫
力
だ
。
（壽
） 

 

秋晴れの１１月２３日（祝）次大夫堀公園民家園において「せたがや民家園まつ

り」が開かれました。民家園では古民家や農具の展示見学だけでなく、「農家の暮ら

し」についても学べ、また伝承するボランティアスタッフとして１０団体もの活動が行わ

れています。この日はその活動の実践・披露の場でもあり、多くの方々による実演や体

験活動と共に、作品披露・販売などが行われました。 
 

 たとえば民家園の展示畑で栽培される綿やそばの実、藍や楮（こうぞ）・トロロアオイ

等を利用して、「綿の会・綿と糸の会」「そばの会」「藍染めの会」「岡本紙漉きの会」

等が活動し、栽培と共に衣食住として循環する農村の生活文化があったことが伝わり

ます。また「鍛冶の会」の展示小屋では炉で焼いた真っ赤な鉄をカンカン叩き、農具を

作る様子などいつまで眺めていても飽きません。多くのスタッフがいきいきと活動し来

園者の理解を深める活動が営まれていました。 

スマホが手放せない私たち現代人。一歩離れて昔の農家の暮らしを思い、手作業

のすばらしさ細やかさ、また苦労や喜びなど豊かな時間の共有が出来たひとときでし

た。 

 

～多くのボランティアが農村の暮らしを再現～ 

１０月１８日(土)、食事サポートセンター「だん

らん」で「だんらんまつり」が開催された。 

第１部は、警察官による「防犯セミナー」（写真

右）。管内で総額２億を超える被害があったと

いう。最近の手口、また被害に遭わないため

の対策など学んだ。第２部は各団体が日頃の

活動を披露。左は和服を洋服にリメイク、自分

の作品を着てファッションショー♪ 

 

スマホが手放せない私たち現代人。一歩離れて昔の農家の暮らしを思い、手作業の

すばらしさ細やかさ、また苦労や喜びなど豊かな時間の共有が出来たひとときでした。 

 

藍染めの会 収穫した藍の葉から「すくも」 
を作り、絞りなど様々な「染め」の活動 

 

写真 
右） 鍛冶の会 金槌やふいごを利用、手作業で農具を製作 

 
左） そばの会 収穫したそばの実を乾燥させ脱穀 

そば粉にひきながらそばを打ち、食文化を伝える活動 

「せたがや民家園まつり」開かれる 

わ
た
し
の 

東
京
発
見
ノ
ー
ト
（3） 

 

今年も元気に楽しく賑やかに開催しました～！ 

地域を支える人たち【区民まつり編】 

毎年１１月３日に開催される区民まつり。 

前日から地区の町会自治会、各団体や区の職員等がそれぞ

れの役割分担で準備が進められる。 

当たり前に見ていた会場は、こんなに多くの人の手により

準備されていた。 

 櫓の組み立ては、作業手順を思い出し

ながら、みんなで呼吸合わせて。 
 
舞台前にはベニヤ板ベンチを設置。 

板のささくれでケガしないようテープを

貼っていた。細かなところにも心配り。 

【多摩川クリーン作戦編】 

こちらは毎年開催の「たまがわ花火大会」の翌日に実施されている多摩川河川敷周辺の一斉清掃。

個人・団体問わず毎回多くの方が参加している。 

 

地域連携団体コーナー 

体育館の椅子出しや、設置も大変だ。 

 

前日に準備していたゲート

が正門・南門に立てられた。 

すべての準備が整い、 

いよいよ始まります！ 

が
持
つ
肉
を
め
が
け
ジ
ャ
ン
プ

す
る
様
は
、
い
つ
も
「
お
休
み
中

で
す
」
の
姿
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
迫
力
だ
。
（壽
） 

 

 ヨイショ、ヨイショ       

 


